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1．はじめに
「国際原子力教育ネットワークによる戦略的原子力人

材育成モデル事業」1）では，原子力教育・研究に携わる
国内の有志 16 大学が連携協力して，国内外の原子力人
材を育成している。今回の活動では，16 大学から選抜
された 6 名の学生が 2 班に分かれて海外研修事業を実施
した（指導引率教官合計 4 名）。平成 25 年度は，東（京都
大），大橋（山梨大），岩崎（岡山大）の 3 名が平成 26 年

（2014 年）2 月 27 日から 3 月 4 日にかけてインドネシ
ア・マレーシアを訪問し，林（長岡技科大），米岡（金沢
大），松井（福井大）の 3 名が同年 3 月 13 日から 14 日に
かけてベトナムを訪問した。当初，タイへも訪問する予
定であったが，現地の政治情勢混乱のため断念した。以
下にそれぞれの国で実施した学生交流の成果について報
告する。

2．事前教育・事前準備内容
本研修の目的は，原子力安全の人材としての優れた国

際感覚・高いコミュニケーション能力・情報発信能力を
培うための，アジア諸国の方々との率直な意見交換や自
由な交流を通した国際的視野の拡大である。研修では，
原子力エネルギーの導入に積極的な国の学生がどのよう
な研究を行っているのか，原子力エネルギーの利用につ
いての安全性や国益に関してどのような認識を持ってい
るのかなどについて現地の学生と議論し見聞を広める。

選抜された学生は，それぞれの専門分野と関連付けて
日本のエネルギー事情についての発表資料を作成した。
インドネシア・マレーシア組は「エネルギー利用の変
遷」，「発電の種類」，「発電毎のリスク」の三点について
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まとめ，ベトナム組は「世界と日本の原子力エネルギー
事情」，「東日本大震災後の環境放射能動態」，「将来の原
子力業界での日本の役割」についてまとめて発表を行っ
た。研修に参加した日本人学生のなかには，修士課程か
ら原子力の分野で学び始めた者もおり，研究テーマは
様々であった。研究発表ではそれぞれ「慣性閉じ込め核
融合」，「磁場閉じ込め核融合」，「地熱ヒートポンプシス
テムの効率」，「砂質土中の熱輸送と含水率」，「環境放射
能評価」，「次世代小型軽水炉の安全性向上」に関する発
表を行った。

3．東南アジア諸国での研修成果
本研修では，バンドン工科大学（インドネシア），マ

レーシア国民大学（マレーシア）およびハノイ工科大学
（ベトナム）で，各学生による研究成果発表と日本のエネ
ルギー事情に関する合作の資料を用いた発表を行った。
（１）インドネシアでの研修成果
バンドン工科大学での発表会に参加した学生は原子核

物理学部であり，試験炉での研究を目指している学生が
多く，学生同士で技術的な意見交換をしている姿が目
立った。しかし，日本のエネルギー事情に関する質疑応
答では，本質的な供給エネルギー不足とインフラ整備不
足に起因する頻繁な停電などの問題を混同したことが原
因で，両国のエネルギー自給率に関する議論が紛糾する
場面があった。原発問題などの各論について議論する前
に，各国のエネルギー事情などの前提確認を丁寧に行う
必要があると感じた。

バンドン工科大の学生の発表では，BWR の炉心設計
の最適化や燃料棒配置と減速材の材料に関するシミュ
レーション結果など，3 名の研究発表を聴いた。インド
ネシアの原子力教育とエネルギー事情の紹介の中では，
2014 年中に原子力発電の実験炉建設のためのサイトを
決定したいということや，今後 10 年で発電量を現在の
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6 倍にするという目標が紹介された。人口の増加や都市
部の開発により，今後のさらなるエネルギー需要の増加
が見込まれることから，政策として 2025 年を目処にエ
ネルギー源のベストミックスの実現を目指しており，原
子力だけでなく，バイオマス・太陽光・地熱などの再生
可能エネルギーを導入する計画も進められていた。
（２）　マレーシアでの研修成果
マレーシアでは原子力エネルギーの導入について意見

が分かれており，物議を醸す原因となっている。そのた
め，日本のエネルギー事情に関する質疑は，原子力発電
所が停止していることやリスクについての国民の認識を
問われる内容が多くを占めた。また，国内の地方自治体
や他国に対する日本政府の対応にも関心が集まった。政
治色の強い議題だが，多くの国が原子力エネルギーの導
入を検討するなか，次世代を担う学生同士として，議論
の余地が十分にあると感じられた。

マレーシア国民大学での発表に参加した学生は理工学
部であった。現地の学生による発表では薬剤師が扱う
I-131 の放射線量評価や河川の水・堆積物中の重金属と
自然放射性物質の放射能濃度などについての発表が行わ
れた。マレーシアのエネルギー事情に関する発表では，
既存の発電所や電力網の整備について説明を受けた。マ
レーシアで生産される化石燃料は数十年で枯渇すると試
算されており，原子力や自然エネルギーの導入を促進し
ていくといった大まかな方針を示す内容であった。
（３）　ベトナムでの研修成果
ベトナムでは経済成長と人口増加に伴ってエネルギー

需要が急激に増加しており，現在の主力である水力発電
と火力発電ではエネルギーの安定供給が困難とされてい
る。そのため，2020 年までに原子力エネルギーの導入
を検討しており，原子力関連の技術や安全対策について
の知識を有した人材育成に取り組んでいた。

ハノイ工科大学の原子力工学部の学生の発表では，事
故時の原子炉の状況のシミュレーションコードや放射線
利用関連の X 線検出器の研究についての発表が行われ，
原子力エネルギーの導入を見据えた研究が着実に進めら
れていた。日本のエネルギー事情の発表では，福島第一
原子力発電所事故についての発表に関して「現地の子供
たちは野外で遊ぶことまでも制限される指導を受けてい
るようだが，そのことについてはどのように感じるか」
など，日本の子供たちを思いやるような質問があり，事
故の影響への関心の高さだけでなく，日本人への心遣い
を感じる場面もあった。

ベトナムのエネルギー事情についての発表では，エネ
ルギー需給についてなどの喫緊の問題やエネルギー安全
保障のための原子力エネルギーの導入の重要性について
述べていた。計画中の Ninh Thuan 原子力発電所の早急
な建設と運転が望まれる一方で，プロジェクトや原子力
関連の法整備の遅延が懸念されていた。

4．まとめ
日本と東南アジア諸国の学生同士で，世界のエネル

ギー事情や原子力エネルギー利用のあり方について相互
理解を深めた。研修で訪れたインドネシア・マレーシ
ア，ベトナムでは，原子力エネルギーの導入が積極的に
検討されていた。現地の学生達からは，急激に発展して
いく母国をより豊かで確かなものとするための原子力へ
の強い期待が感じられた。原子力安全に対する意識も高
く，放射線の安全利用や過酷事故時の対策についての研
究が行われていた。バンドン工科大学では急遽 100 名以
上が会議への参加を申し込むなど，彼らの積極的な態度
から多大な刺激を受けた。原子力エネルギーの将来につ
いて真剣に議論するなかで，現地の学生と友好関係を築
けたことを誇りに思う。また，研修関係者との交流も将
来的な財産になると感じている。同じ原子力の分野でも
専攻が異なり，食事や風呂の合間の会話すらも興味深い
ものばかりだった。事前準備での日本のエネルギー事情
に関する発表資料を作成は，同年代の学生同士で互いに
意見を出し合いながら日本を見つめ直す良い機会となっ
た。

今回の研修を通して，日本は近い将来に彼らの国に原
子力発電所を建設するのであれば，1970 年代から経験
してきた原子力エネルギーの利用に伴う恩恵と弊害を
はっきりと認識し，先の過酷事故の教訓を活かすこと
で，新たに原子力エネルギーを導入する国に対して技術
や経験的知識を駆使して協力していくことが重要だと感
じた。
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